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１．時代の潮流
（１）人口減少・少子高齢化のさらなる進行

我が国は本格的な人口減少社会に突入して久しく、大都市への人口集中と地方からの人口流出という構造的な傾向が続いて
います。加えて、少子高齢化の進行により、経済活動や地域社会を支える現役世代の減少も、全国的な課題となっています。本
市においても、合併から約20年の間に人口の大きな減少に直面しており、令和６年に公表された人口戦略会議の分析において、
「消滅可能性自治体」の一つに位置づけられるなど、厳しい状況にあります。人口減少が続けば、産業、教育、福祉、地域コミュニ
ティの維持など多様な分野への影響が懸念されるため、定住人口の減少を可能な限り食い止めることが肝要となります。引き
続き、人口流出に歯止めをかけながら、持続可能で魅力ある地域づくりに取り組んでいくことが求められています。

（２）地方創生の新たな展開
国においては、これまでの地方創生の取組を踏まえ、令和７年12月に「地方創生に関する総合戦略」が閣議決定され、これに

基づく全体戦略として「地域未来戦略」が令和８年７月に閣議決定されました。この戦略は、人口減少が進む中でも全国どこに住
んでいても安心して暮らし、必要な医療・福祉と質の高い教育を受け、働く場所を得られる社会を2030年度までに実現するこ
とを目指すものであり、地域経済の活性化に重点が置かれています。本市においても、こうした国の動向を的確に捉えながら、
地域の実情に即した独自の取組を展開し、地域経済の活性化を図っていくことが求められています。

（３）生成ＡＩをはじめとするデジタル化の加速
生成ＡＩをはじめとするデジタル技術は、私たちの想像を超える速さで進化を続けており、行政のみならず、産業・教育・医療・

日常生活など社会のあらゆる分野において、その活用が急速に広がっています。少子高齢化により生産年齢人口の減少が見込
まれる中、社会全体の効率性・生産性を高めていくためには、こうした技術を積極的に取り入れていくことが不可欠です。本市
においても、企業活動や市民生活におけるデジタル技術の活用を促進するとともに、行政分野においてもデジタル人材の育成
や生成ＡＩ等の利活用を進め、地域全体の生産性向上を図っていくことが求められています。
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（４）防災・減災に対する意識の高まりと国の体制強化
近年、気候変動の影響に伴う豪雨災害の激甚化・頻発化や、大規模地震など自然災害のリスクが高まる中、防災・減災に対する

意識はこれまで以上に高まっています。国においては、国土強靱化の推進や事前防災の強化に加え、防災・危機管理体制の充
実・強化が進められており、平時からの備えや災害対応力の向上が重要視されています。本市においても、行政による防災対策
の充実に加え、自主防災組織の活性化や地域コミュニティを基盤とした共助の仕組みづくりを進めることが求められています。
さらに、デジタル技術も活用しながら、市民・地域・行政が連携した災害に強い地域づくりを推進していくことが重要です。

（５）住民参加・協働による新たな地域運営組織の広がり
少子高齢化や人口減少が進む中、地域の暮らしを支えるため、住民が主体となって地域課題の解決に取り組む「地域運営組

織」の設立が全国的に広がっています。国においても、こうした組織の形成支援や財政措置の充実が進められており、従来の自
治会・行政区単位では担いきれない機能を補いながら、買い物・福祉・交通など生活に不可欠なサービスを維持する新たな地域
経営の仕組みとして注目されています。本市においても、地縁に限らない多様なつながりを活かしながら、住民が主体的に参画
し、支え合う新たな地域運営の仕組みを構築していくことが求められています。

２ 第３次嘉麻市総合計画基本構想（骨子案） 第１編 序論 １．時代の潮流
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（６）ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）・脱炭素社会への対応
2050年カーボンニュートラルの実現に向け、脱炭素社会への転換に向けた取組が国内外で加速しています。国においては、

再生可能エネルギーの導入拡大や省エネルギーの推進、資源循環の促進などを柱としたＧＸを進め、環境と経済の好循環を目
指しています。地方自治体においても、脱炭素は環境分野にとどまらず、地域産業の活性化や防災力の向上、持続可能な地域づ
くりにつながる重要な取組となっています。本市においても、豊かな自然環境や地域資源を活かしながら、省エネルギーや再生
可能エネルギーの活用、資源循環の推進などを通じて、環境にやさしく持続可能なまちづくりを進めていくことが求められてい
ます。

（７）多様性を尊重した共生社会への関心の高まり
働き方や暮らし方に対する価値観は一層多様化しており、性別、国籍、障がいの有無、性的指向・性自認など、多様な背景を持

つ人々が互いを尊重し合いながら共に暮らす「共生社会」の実現への関心が全国的に高まっています。地方における性別役割分
担意識の根強さが若い世代、特に女性の都市部への転出要因として指摘されるなど、多様性への対応は地域の持続可能性にも
直結する課題です。本市においても、男女共同参画やジェンダー平等の推進とあわせ、外国人住民、障がいのある人、性的マイノ
リティなど、誰もが尊重され安心して暮らせるまちづくりの視点を、まちづくり全般に取り入れていくことが求められています。

２ 第３次嘉麻市総合計画基本構想（骨子案） 第１編 序論 １．時代の潮流
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２ 第３次嘉麻市総合計画基本構想（骨子案） 第１編 序論 ２．まちづくりの主要課題

２．まちづくりの主要課題

最大の課題：人口減少への対応――持続可能なまちへの転換

６つの課題に一つひとつ向き合うことを通じて、「消滅可能性自治体」からの脱却と、持続可能なまちの実現を目指します。

本市は、合併から約20年の間に人口の大きな減少に直面しています。人口減少に歯止めがかからなければ、産業の担い手不
足、教育・医療体制の維持困難、地域コミュニティの衰退、財政基盤の脆弱化など、あらゆる分野に深刻な影響が及ぶことが懸念
されます。

しかし、この危機は、まちの土台そのものを見つめ直し、次の世代からも選ばれるまちへとつくり変えていく契機でもあります。
地域交通、産業振興・雇用の場、子育て・教育環境、医療・福祉、住環境・地域コミュニティ、そして行財政基盤――これらはいずれ
も、「このまちに住み続けたい」「このまちで暮らし、働きたい」と思える土台を形づくる課題であり、これら全てにバランスよく取
り組んでいくことが、まちの持続可能性を高めていきます。

本市は、これまでの歩みを見つめ直しながら新たな価値を創り出し、人と人、地域と地域とのつながりを力に変えていくことで、
これら６つの課題に一つひとつ正面から向き合い、着実に解決を積み重ねていきます。そして、「消滅可能性自治体」という状況
から脱却し、将来にわたって持続可能なまちを実現していきます。
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２ 第３次嘉麻市総合計画基本構想（骨子案） 第１編 序論 ２．まちづくりの主要課題

課題１ 地域交通網の再構築

移住・定住を促進するためには、市内での日常の移動に不安がないことが前提条件となります。公共交通に対する評価は市民ア
ンケートの中でも特に低く、暮らしの課題としても多くの市民から指摘されている項目です。免許返納後の高齢者や通学する学生
等が「移動の壁」を感じることのないよう、デマンド交通やコミュニティバスの利便性向上、タクシー不足への対応など、ＤＸも活用し
た効率的な運行体制への対応が求められます。

課題２ 産業振興と拠点活性化

移住・定住を促進するためには、市内に働く場が確保されている必要があります。企業誘致や産業振興は、市民意向調査において
も重要度の高い施策として位置づけられている一方、中心市街地や主要道路沿いの商業活性化への不満は根強く、働く場の不足
による人口流出を懸念する声も多く見られます。積極的な企業誘致による雇用の創出に加え、商業施設の誘致、農林業のブランド
化の推進など、地域経済が循環する仕組みづくりが求められます。

課題３ 子育て・教育環境の質の向上

子育て支援の充実は、移住・定住の促進に向けた重要な要素の一つです。市民アンケートの自由記述では、小児科医療体制の不足
や他市との支援内容の差を指摘する声が見られ、ハード・ソフト両面から子育て環境を充実させていくことが求められています。医
療費助成、小児医療体制の確保、義務教育学校等における特色ある教育プログラムの提供など、子育て世代が安心して暮らせる環
境づくりが求められます。
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２ 第３次嘉麻市総合計画基本構想（骨子案） 第１編 序論 ２．まちづくりの主要課題

課題４ 地域医療体制の維持と福祉の充実

高齢化の進行により保健・医療費の増が見込まれるなか、日ごろからの健康づくりや疾病予防対策を充実させ、高齢になっても
元気に暮らせる環境を整えることが大切です。救急・高度医療体制に対する不満が多く見られ、将来的な介護・見守りへの不安も市
民アンケートにおいて数多く表明されています。地域医療体制を維持するとともに、地域のつながりを基盤としながら、デジタル技
術を活用した高齢者の見守り・生活支援を強化していくことが求められます。

課題５ 住環境の整備と地域コミュニティの再編

安心して暮らし続けられるまちであるためには、そこに暮らす人々同士が支え合える関係があることも大切です。しかし、地域コ
ミュニティ（行政区）への加入率は伸び悩んでおり、役職の負担の重さが退会を検討する主な要因となるなど、従来の組織形態や活
動のあり方が、新たな担い手の参加を妨げる一因となっている状況にあります。こうした地域の担い手不足が続けば、生活道路や
防犯灯の維持管理、防犯・防災活動など、これまで地域が担ってきた身近な生活基盤の確保にも支障が生じかねません。このため、
役職や負担の軽減を図りながら、誰もが気軽に参加できる新たなコミュニティ（共助）のあり方へと転換を進め、住民同士が無理な
く協力し合いながら、身近な住環境を守り、育てていく仕組みづくりが求められます。

課題６ 行財政改革とＤＸの推進

本市の財政状況について不安を抱く市民の声は多く、持続可能な財政運営への転換が急務となっています。公共施設のあり方に
ついても「利用の少ない施設の統廃合」を求める意見が多くなっています。今後も人口減少と高齢化が進むことが見込まれる中、
健全な財政体質への転換を図る必要があります。あわせて、利用の少ない公共施設や遊休市有地については、売却・廃止や適正配
置（集約化・多機能化）を進めることが求められます。さらに、オンライン申請の拡充などＤＸを活用し、事務の効率化と市民サービ
スの利便性向上を両立させながら、健全で持続可能な行財政基盤を確立していく必要があります。
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２ 第３次嘉麻市総合計画基本構想（骨子案） 第２編 基本構想 １．将来像（案）

１ 将来像（案）
 〇〇〇なまち 嘉麻

※市民アンケート、市民ワークショップ、市長トップヒアリングの内容を踏まえて検討したものです。

・「自然とつながり」：
ワークショップで最も多く挙がった将来像のテーマであり、市民アンケートの定住理由・自然環境評価とも整合しています。

・「人がつながり、世代をつなぐ」：市長トップヒアリングで語られた「つながり」（自然・人・世代）の考え方を反映しています。

・「挑戦するまち」：ワークショップ参加者の前向きな評価・記述内容から汲み取った表現です。

・全体として、市長施政方針で示された「対話を通じてつながりを実感し、次世代に誇れる嘉麻市」の方向性をベース

今後、下記のキーワード等により、成文化予定
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２ 第３次嘉麻市総合計画基本構想（骨子案） 第２編 基本構想 ２．まちづくりの視点

将来像の実現のため、基本方針に基づく施策を実施するうえで、次の４つの視点を踏まえながら施策を推進します。

（１）将来を見据えた段階的なまちづくり
今後10年間で理想の都市像に一気に到達することは難しいため、10年後、20年後を見据えて、今出来ることから戦略的に取

り組むことが大切です。したがって、時間がかかっても、将来に向けた地固め（基盤となる条件整備）を着実に進めていくような
まちづくりに取り組みます。

また、本市は福岡県の中央に位置しており、広域アクセスやJR駅へのアクセス向上を図ることにより、産業振興、定住・移住の促
進、観光・交流の拡大など多様な分野での可能性が高まるような地理的なポテンシャルを有していますが、国・県道の整備や公共
交通の利便性向上には時間がかかります。このため、長期的な視点で今後の施策の骨格的な組み立てを行ったうえで、段階を
おって着実に実現化していくまちづくりに取り組みます。

（２）地域の資源を活かし、地域の魅力を高める
人口減少に歯止めをかけるには、生まれ育ったふるさとで住み続けられるような条件（生活を支える諸機能）や、一度ふるさと

を巣立った人が再びふるさとに帰れるような条件を整えることも大切です。したがって、各地域の生活利便性を確保するととも
に、各地域の文化や絆（コミュニティ）を大切にしたまちづくりを推進し、各地域の魅力を高めるまちづくりに取り組みます。
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２ 第３次嘉麻市総合計画基本構想（骨子案） 第２編 基本構想 ２．まちづくりの視点

（３）目的に応じた柔軟な連携によるまちづくり
各施策の効率性を高めるためには、他の自治体や団体等との連携・協力のもとに取り組むことが大切です。したがって、隣接す

る飯塚市、桂川町、朝倉市等との広域連携はもとより、目的に応じて、国内外の都市や研究機関、金融機関、民間企業等との連携
を図りながら進めるまちづくりに取り組みます。

特に、広域アクセスの向上による広域行政間の連携を図ることにより、産業振興や観光・交流等の可能性を高めるまちづくりに
取り組みます。

（４）健全な行財政運営
本市の厳しい財政基盤の中で各施策を推進していくためには、「行政を経営する」といった基本的な視点を持ち、限られた経営

資源を最大限活用して、行政サービスを効果的かつ効率的に提供していく必要があります。したがって、各施策について効率的
な取り組みを図るほか、関連する施策を連携しながら展開するなど、効果を高める取り組みを行います。また、デジタル人材の育
成を図りながら、オンライン申請の拡充や生成ＡＩ等の利活用による業務の効率化を進め、限られた職員体制でも質の高い行政
サービスを提供できる体制を整えます。

今後、基本構想として、

目標人口、土地利用の方針、施策の体系等が付記される予定。
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（R7年11月1日基準））

女性１００人会議
メッセージボード、
ワークショップ、
団体アンケート

市民意見交換（ワークショッ
プ、女性１００人会議）等によ
る市民の意見徴求

課題等の整理

基本構想策定

基本構想案
パブコメ、市民説明

基本構想案市民説明、パ
ブリックコメント

基本計画策定

基本計画（案）
報告

基本構想
議案上程随時報告、公表随時報告、公表随時報告、公表

議会報告、資料公表



備 考役職氏 名所 属区 分

九州指月株式会社 取締役 工場長豊田 晃久嘉麻市誘致企業振興会

識見を
有する者

元 近畿大学産業理工学部 学部長会長井原 徹学識経験者

稲築支店長松井英之株式会社 福岡銀行

女性部長後藤 雅子自治労嘉麻市職員労働組合

ケーブルステーション福岡中村香織九州テレ・コミュニケーションズ株式会社

会長松岡康則嘉麻市行政区長連合会

公共的団体等
が推薦する者

会長木下真智子嘉麻市PTA連合会

一本松保育園園長溝口 恭子嘉麻・桂川保育協会

副会長副会長中村 瑠梨嘉麻市観光まちづくり協会

稲築支所長平畑 英幸ふくおか嘉穂農業協同組合

志水 真由美一般公募市民からの
公募による者 皆川 遼一般公募

敬称略、順不同（令和８年6月５日現在）
下線：令和７年度から変更のあった委員

※「嘉麻市総合計画策定審議会」と「嘉麻市まち・ひと・しごと創生推進会議」をについては、
関係が深く、また、類似した検討事項も多いことから、同じ委員に委嘱を行っております。
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２ 第３次嘉麻市総合計画策定審議会 委員



備 考氏 名役 職

会長神代 昭彦副市長

副会長伊東 新治教育長

梅井 史枝福祉事務所長

大村 輝生総務課長

古賀 義宏デジタル戦略課長

縄田 崇人事秘書課長

赤坂 晋財政課長

小林 純一総合政策課長

西田 俊輔総合政策課参事（地域コミュニティ推進担当）

野川 由紀子交通政策課長

原田 幸治産業振興課長

大野 明治教育総務課長

嘉麻市総合計画策定委員会設置規程

（組織）
会長・・・副市長
副会長・・・会長指名
委員・・・副市長、教育長及び市長が予め指名する課長

級の職員
(設置目的）
総合計画の素案を策定

※嘉麻市総合計画策定委員会の他、専門的検討を図
るため、別途専門部会の設置を今後予定

（参考：前回の事例） 前回の第2次嘉麻市総合計画
策定専門部会
・活力あるまちづくり専門部会
・協働のまちづくり専門部会
・教育・文化のまちづくり専門部会
・住みよいまちづくり専門部会
・福祉のまちづくり専門部会
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３ 第３次嘉麻市総合計画策定委員会 委員

敬称略、順不同（令和８年6月５日現在）
下線：令和７年度から変更のあった委員
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４ 第３次嘉麻市総合計画策定審議会 開催経過

◆第１回嘉麻市総合計画策定審議会（令和7年6月27日）
・委員委嘱
・正副会長決定
・諮問

◆第２回嘉麻市総合計画策定審議会（令和7年９月２５日）
・スケジュール協議
・市民意向調査（アンケート）協議

◆第３回嘉麻市総合計画策定審議会（令和８年４月８日）
・市民アンケート（速報）説明、意見交換
・スケジュール協議

◆第４回嘉麻市総合計画策定審議会（令和８年６月１７日 開催予定）
・市民アンケート結果説明、意見交換
・市民ワークショップ等について
・スケジュール協議
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５ 市民意向調査（アンケート）

【アンケート実施概要】（一般） ※アンケート結果報告書 ・・・ 別添「第３次嘉麻市総合計画策定にかかるアンケート調査報告書（最終案）」のとおり

○対象地域 ：市全域 ○対象者数 ：18 歳以上の市民※より無作為抽出された3,000 人

○調査期間 ：令和7 年11 月25 日∼令和7 年12 月22 日まで

○調査方法 ：郵送調査法、WEB 調査の併用 ○回答率 ４６．７％

○アンケートの主な内容

・基本情報 ・幸福度や暮らしの満足度 ・住みやすさ ・地域コミュニティ ・行政区 ・嘉麻市の取り組み ・協働によるまちづくり

・情報通信環境 ・行財政 ・意見要望

【アンケート実施概要】（中学生分） ※アンケート結果報告書 ・・・ 別添「第３次嘉麻市総合計画策定にかかる「中学生」アンケート調査報告書（最終案）」のとおり

○対象者数 ：嘉麻市内の中学校に通う1年生及び２年生、義務教育に通う7年生及び８年生

○調査期間 ：令和８年２月２日（月）～令和８年２月13日（金）まで

○調査方法 ：WEB調査 ○回答率 81.0%

○アンケートの主な内容

・基本情報 ・嘉麻市のすきなところ、自慢できるところ ・嘉麻市がこうなったらいいな 、等
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６ 嘉麻市の課題等（令和8年6月5日現在）

１．地域交通網の再構築

• 公共交通機関への否定的評価は、全項目中最高の 73.1％ に達し【問４(13)】、暮らしの課題としても 54.4％ の

市民が挙げています。【問５】

• 将来の重要度でも第1位（1,495点）であり、市民の最大の関心事です。【問24】

２．産業振興と拠点活性化

• 将来の重要度において「企業誘致や産業振興」が第2位（1,288点）となっています。【問24】

• 中心市街地（52.1％）や主要道路沿い（49.5％）の商業活性化に対する不満も根強く【問23】、働く場所の不足に

よる人口流出（34.4％）への危機感が顕著です。【問５】

３．子育て・教育環境の質の向上

• 将来の重要度で「安心して生み育てる環境」が上位（第4位：1,107点）に入っています。【問24】

• 自由記述では、小児科医療体制の不足や他市との支援内容の差を指摘する声があり、ハード・ソフト両面での充実

が求められています。

市民意向調査（アンケート）から確認できる主な課題等
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６ 嘉麻市の課題等（令和8年6月5日現在）

４. 地域医療体制の維持と福祉の充実

• 「救急・高度医療体制」への不満は 43.9％ と高く【問23】、将来の重要度でも第3位（1,202点）です。 【問24】

• 高齢者福祉を課題と捉える層も多く、将来的な介護・見守りへの不安が自由記述に多く寄せられています。

５. 行財政改革とＤＸの抜本的推進

• 市の財政状況に対し、72.1％ の市民が「心配」と回答しています。 【問34】

• 公共施設の在り方については、「利用の少ない施設の統廃合」を求める意見が最も多く（28.3％）【問35】、行政の

効率化が強く求められています。

６. 住環境の整備と地域コミュニティの再編

• 「空き家の増加」を課題視する声が 40.4％ に上ります。 【問５】

• 地域コミュニティ（行政区）への加入率は約7割ですが、役職負担（65.7％）が退会検討の主因となっており【問20】、

従来の組織形態の維持が困難になりつつあります。
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７ 市民意見徴求等 ①ワークショップ

市民ワークショップ

①開催日・開催場所
・右図「広報誌６月号」参照

②ワークショップ開催目的、意見交換のお題
１０年間に１度策定する、嘉麻市の最上位計画「第３次総合計画」の作

成にあたり、令和7年度に実施した市民アンケートの結果や課題等を
参考に、“嘉麻市が「こうなったらいいな」”という、意見やアイディアを
みんなで話し合い、まとめていただくために開催するものです。

③いただいた意見の取扱い
ワークショップでの意見等は、嘉麻市総合計画策定委員会、総合計画

策定審議会に提出し、貴重なご意見として、総合計画策定の参考とさ
せていただきます。

④担当課
総合政策課

▲ 広報誌６月号
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７ 市民意見徴求等 ②女性１００人会議（仮称）

女性１００人会議（仮称）

①開催日・開催場所
・日時 令和8年7月19日（日） 10時～
・会場 夢サイトかほ
※詳細企画中、 「広報７月号」、嘉麻市HP等で周知予定

②意見交換会の目的、お題
消滅可能性都市、人口減少等の課題のある嘉麻市においては、女性

や若者に選ばれるまちづくりを進めることが重要と考えられます。
嘉麻市の人口減少の現状等を確認し、「嘉麻市が女性や若者に選ば

れるまち」となるための、参加者と市長が意見交換を行うものです。

③いただいた意見の取扱い
人口減少に関する嘉麻市の総合戦略「嘉麻市人口ビジョン・デジタル

田園都市構想総合戦略」の進捗管理、効果検証を行う「嘉麻市まち・ひ
と・しごと創生推進会議」に提出し、貴重なご意見として、総合戦略の
参考とさせていただきます。

④担当課
総合政策課、男女共同参画推進課

▲ 開催企画書（イメージ）
※詳細は広報誌７月号に掲載予定
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７ 市民意見徴求等 ③メッセージボード

メッセージボード

①開催日・メッセージボード場所
・日時 令和8年６月中旬から６月下旬
・場所 本庁舎１F、各総合支所

②メッセージボードの目的、お題
まちづくりの指針「総合計画」策定に向け、将来の嘉麻市はどんなま

ちになってほしいか、どんなまちにしたいか等について、多くの意見を
いただくため、行うものです。（詳細イメージは、右図参照）

③いただいた意見の取扱い
記入いただいた意見等は、嘉麻市総合計画策定委員会、総合計画策

定審議会に提出し、貴重なご意見として、総合計画策定の参考とさせ
ていただきます。

④担当課
総合政策課

▲ 広報誌６月号

▲ メッセージボード実施イメージ
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７ 市民意見徴求等 ④団体アンケート

団体アンケート

①実施時期
令和8年６月中旬から７月

②団体アンケートの目的、お題
公共的団体から幅広く、総合計画に関する課題、ニーズ等について、

アンケートを行うものです。
現状、想定しているアンケートを依頼予定の団体分野は右表のとお

りです、

③いただいた意見の取扱い
記入いただいた意見等は、嘉麻市総合計画策定委員会、総合計画策

定審議会に提出し、貴重なご意見として、総合計画策定の参考とさせ
ていただきます。

④担当課
総合政策課

対象団体候補分野

PTA連合会等①教育・子育て

地域おこし協力隊等②移住・定住

商工団体、観光協会等③産業・雇用

社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会等④地域福祉

文化伝承団体等⑤文化・歴史

嘉麻市スポーツ関係団体等⑥スポーツ

障がい者支援団体等⑦障がい者福祉

▲ 団体アンケート対象分野等



総務財政委員会資料

第３次嘉麻市総合計画進捗等について

令和８年３月
嘉麻市総合政策課

※このページ以降の資料は、以前の委員会等にて報
告した資料の再掲になります。

令和８年３月 総務財政委員会提出資料（再掲）



第３次嘉麻市総合計画策定にかかる進捗等について

- 24 -

令和８年１０月～令和９年３月令和８年４月～令和８年９月令和７年１０月～令和８年３月令和７年４月～令和7年９月

嘉麻市総合計画策定審議会

アンケート
・アンケート基準日

令和7年11月１日
・別途中学生を対象とした

アンケートも実施

ワークショップ等
・アンケート結果、課題等の

整理を基に開催（令和8年
6月下旬～7月頃開催）

課題等の整理

基本構想、基本計画策定

議会報告、資料公表

第１回審議会開催 第2回審議会開催
（６月２７日） (9月25日）

※令和８年度６回開催予定

アンケート作成、実施、回答集計、分析

実施予定

課題等の整理

基本構想、基本計画作成

随時報告・公表 ※令和８年度に基本構想議案の上程

令和８年３月 総務財政委員会提出資料（再掲）



総務財政委員会資料

第３次嘉麻市総合計画進捗等について

令和７年１２月３日
嘉麻市総合政策課

令和7年１２月 総務財政委員会提出資料（再掲）
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１ 第３次嘉麻市総合計画策定にかかる業者選定について

【入札方法】
・公募型プロポーザル方式

【参加事業者】
・３社

【契約業者名】
・株式会社ジャパンインターナショナル総合研究所

【契約期間】
・契約締結日（令和７年９月２２日（金））～令和９年３月１９日（金）

【契約概要】
（1）基礎調査の実施・・・・・・・・・・・・・・市の動向及び環境に関する調査、現行計画の点検・評価 など
（2）市民意識調査の実施・・・・・・・・・・アンケート など
（3）市民会議等の運営支援・・・・・・・・ワークショップ など
（4）各種意向の把握・・・・・・・・・・・・・・各課ヒアリングの実施 など
（5）パブリックコメントの実施支援・・資料作成や意見への対応案の作成、基本構想案への反映 など
（6）計画案のとりまとめ・・・・・・・・・・・基本構想案の作成・とりまとめ、基本計画案の作成・とりまとめ
（7）関係会議の運営支援・・・・・・・・・・嘉麻市総合計画策定審議会、嘉麻市総合計画策定委員会
（8）総合計画紹介動画作成・・・・・・・・基本計画の内容に沿った動画作成
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令和7年１２月 総務財政委員会提出資料（再掲）



２ スケジュールについて

令和８年度令和８年
１月～３月１０月～１２月７月～９月

令和７年
４月～６月

※審議会

アンケート

ワークショップ等

課題等の整理

基本構想、基本計
画策定

議会報告、資料公
表

※審議会：嘉麻市総合計画策定審議会

審議会開催

アンケート作成

課題等の整理

報告・公表 ※令和８年度に基本構想議案の上程

第１回審議会開催
（６月２７日）

実施予定

基本構想、基本計画作成

第２回審議会開催
（９月２５日）

回答集計、分析

アンケート発送（１１月２５日）

※回答期限（１２月２２日）
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令和7年１２月 総務財政委員会提出資料（再掲）



３ 第３次嘉麻市総合計画策定にかかるアンケート調査について

【アンケートの現状】

１．アンケート発送（調査開始）・・・・令和７年１１月２５日（火）

２．アンケート回答期限・・・・・・・・令和７年１２月２２日（月）

３．配布対象者：嘉麻市にお住いの１８歳以上の市民の方を対象（無作為で３，０００人抽出）

【今後のスケジュール】

１．各課へのヒアリング・・・・・・・・令和８年３月末までに実施予定

２．１８歳未満対象意向調査・・・・・・令和８年４月から５月頃に実施予定

（対象者及び手法については、今後検討）

３．ワークショップ・市民会議・・・・・令和８年度に実施予定

【アンケートの主な内容】

・基本情報 ・幸福度や暮らしの満足度 ・住みやすさ ・地域コミュニティ ・行政区

・嘉麻市の取り組み ・協働によるまちづくり ・情報通信環境 ・行財政 ・意見要望

※アンケート調査票については、次ページのとおり
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令和7年１２月 総務財政委員会提出資料（再掲）



※アンケート調査票
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令和7年１２月 総務財政委員会提出資料（再掲）



※アンケート調査票
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令和7年１２月 総務財政委員会提出資料（再掲）



※アンケート調査票

- 31 -

令和7年１２月 総務財政委員会提出資料（再掲）



※アンケート調査票

- 32 -

令和7年１２月 総務財政委員会提出資料（再掲）



※アンケート調査票

- 33 -

令和7年１２月 総務財政委員会提出資料（再掲）



※アンケート調査票

- 34 -

令和7年１２月 総務財政委員会提出資料（再掲）



※アンケート調査票

- 35 -

令和7年１２月 総務財政委員会提出資料（再掲）



※アンケート調査票

- 36 -

令和7年１２月 総務財政委員会提出資料（再掲）



第３次嘉麻市総合計画進捗等について

総務財政委員会資料

令和７年９月２日
嘉麻市総合政策課

- 37 -

令和7年9月 総務財政委員会提出資料（再掲）



１ 嘉麻市総合計画策定審議会、嘉麻市まち・ひと・しごと創生推進会議について ①委員

備 考役職氏 名所 属区 分

九州指月株式会社 取締役工場長武田 政弘嘉麻市誘致企業振興会

識見を
有する者

元 近畿大学産業理工学部 学部長会長井原 徹学識経験者

稲築支店長林田 史朗株式会社 福岡銀行

女性部長後藤 雅子自治労嘉麻市職員労働組合

ケーブルステーション福岡 嘉麻営業所長柿森 悦良九州テレ・コミュニケーションズ株式会社

会長大屋 正義嘉麻市行政区長連合会

公共的団体等
が推薦する者

会長大里 健嘉麻市PTA連合会

一本松保育園園長溝口 恭子嘉麻・桂川保育協会

副会長副会長中村 瑠梨嘉麻市観光まちづくり協会

稲築支所長平畑 英幸ふくおか嘉穂農業協同組合

志水 真由美一般公募市民からの
公募による者 皆川 遼一般公募

敬称略、順不同（令和7年6月27日現在）

※「嘉麻市総合計画策定審議会」と「嘉麻市まち・ひと・しごと創生推進会議」をについては、関係が深く、また、類似した検討事項も多いこと
から、同じ委員に委嘱を行っております。

- 38 -

令和7年9月 総務財政委員会提出資料（再掲）



１ 嘉麻市総合計画策定審議会、嘉麻市まち・ひと・しごと創生推進会議について ②諮問

△諮問の様子 赤間市長（左）、井原会長（右）
- 39 -

令和7年9月 総務財政委員会提出資料（再掲）



１ 嘉麻市総合計画策定審議会、嘉麻市まち・ひと・しごと創生推進会議について ③アンケート

※アンケートについて（予定）

◆アンケート実施時期・・・ 令和７年１１月１日発送

◆アンケート実施方法・・・ 郵送による発送、依頼、回収（※デジタル回答も準備予定）

◆アンケート対象・・・ 嘉麻市に居住する18歳以上の住民、3,000人を対象

◆主なアンケート設問
◎これまでの主なアンケート設問
・回答者属性 ・嘉麻市の住みやすさ ・嘉麻市の取組 ・嘉麻市のまちづくり
・結婚、子育て ・自由意見

◎今回追加検討中の設問
・デジタル分野に関すること
・地域コミュニティに関すること
・行政区活動等に関すること

（参考）
第2次総合計画、総合戦略策定時のアンケート回収率等 38.0%
（調査時期 平成27年度）

- 40 -

令和7年9月 総務財政委員会提出資料（再掲）



「第３次嘉麻市総合計画」及び「嘉麻市人口ビジョン・デ
ジタル田園都市構想総合戦略」について

総務財政委員会資料

令和７年６月１１日
嘉麻市総合計画策定委員会、嘉麻市まち・ひと・しごと創生本部会議

（嘉麻市総合政策課取扱）

令和7年6月 総務財政委員会提出資料（再掲）
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１ 総合計画と総合戦略について

総合戦略総合計画項目

嘉麻市人口ビジョン・デジタル田園都市構想総合
戦略

第２次嘉麻市総合計画現行計画名

令和７年度～令和１１年度（５年間）平成２９年度～令和８年度（１０年間）計画期間

人口減少や高齢化という課題に対策を行い、地
方創生を目指すもの

市の行政運営の指針であり、最上位計画と
なるもの

目的

まち・ひと・しごと創生法及び国の総合戦略嘉麻市総合計画策定条例根拠

嘉麻市人口ビジョン・デジタル田園都市構想総合
戦略の効果検証

（取組予定）
◇令和７年度～
・推進会議設置、運営
・総合戦略進捗推進等

第３次嘉麻市総合計画策定着手

（取組予定）
◇令和7年度
・審議会設置、運営 ・アンケート実施
・ワークショップ等 ・課題等の整理
◇令和８年度
・審議会運営 ・基本構想策定
・基本計画策定

令和７年度以降
必要となる取組

令和7年6月 総務財政委員会提出資料（再掲）
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２ 総合計画と総合戦略等に位置付けられた基本構想等

基本構想等の主な考え計画策定時期、名称

“母なる遠賀川源流に満ちたふれあいと安心のまち”
遠賀川ハートフル嘉麻の里の創造

2007(平成19)年3月
第１次嘉麻市総合計画

○基本目標１ 生まれ育った若者たちが定住したくなるよう、安定した雇用を生み出す
○基本目標２ 「嘉麻市に住みたい！」と思える魅力あるまちづくりを行う
○基本目標３ 若い世代が安心して結婚・出産・子育てすることが出来る、切れ目のない
支援を行う
○基本目標４ 生活の利便性が高く、安心・安全なまちをつくり、地域と地域を連携する

2016(平成28)年3月
嘉麻市人口ビジョン・総合
戦略

いきたい 住みたい つながりたい 遠賀川源流のまち 嘉麻
～みんなで創る “誇れるふるさと” “未来のふるさと” ～
１．豊かな暮らしを支える活力あるまちづくり
２．誰もが健やかに暮らせる福祉のまちづくり
３．ふるさとに誇りを持てる教育・文化のまちづくり
４．自然と共生する安全・安心なまちづくり
５．市民と行政による協働のまちづくり

2017(平成29)年3月
嘉麻市第２次総合計画

・基本目標１ 「嘉麻市で働きたい」を叶える、安定した雇用を生み出す
・基本目標２ 「嘉麻市に行きたい！住みたい！」と思える魅力あるまちづくりを行う
・基本目標３ 安心して結婚・出産・子育てすることが出来る、切れ目のない支援を行う
・基本目標４ 誰もが住みやすい、安心・安全なまちをつくり、地域と地域を連携する

2020 (令和2)年3月
嘉麻市人口ビジョン・第２
期総合戦略

同上2025(令和7)年3月
嘉麻市人口ビジョン・デジ
タル田園都市総合戦略

令和7年6月 総務財政委員会提出資料（再掲）
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３ 今後のスケジュール等 ①第３次総合計画策定

令和８年度令和８年
１月～３月１０月～１２月７月～９月

令和７年
４月～６月

※審議会

アンケート

ワークショップ
等

課題等の整理

基本構想、基
本計画策定

議会報告、資
料公表

※審議会：嘉麻市総合計画策定審議会

①審議会設置準備 ②令和７年度２回開催 ③令和８年度開催回数等は検討中

アンケート作成 アンケート実施、集計、現状分析

ワークショップ等の意見徴求

課題等の整理

基本構想等策定

報告・公表

令和7年6月 総務財政委員会提出資料（再掲）
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３ 今後のスケジュール等 ②嘉麻市人口ビジョン・デジタル田園都市構想総合戦略効果検証

令和８年度令和８年
１月～３月１０月～１２月７月～９月

令和７年
４月～６月

※推進会議

議会報告、資
料公表

※推進会議：嘉麻市まち・ひと・しごと創生推進会議

①推進会議設置準備 ②令和７年度２回開催 ③令和８年度以降、２回程度開催予定

報告・公表

令和7年6月 総務財政委員会提出資料（再掲）

- 45 -



４ 審議会、推進会議委員

「嘉麻市総合計画策定審議会」、「嘉麻市まち・ひと・しごと創生推進会議」委員については、
各審議会等設置条例により委嘱予定

◇委員
（１）識見を有する者 ５人以内

（２）公共的団体等が推薦する者 ５人以内

（３）市民からの公募による者 ２人以内

◇設置準備の状況

各関係団体等に推進依頼中

公募委員については、選考中

第１回の会議を令和７年６月２７日（金）に開催し、委嘱予定

令和7年6月 総務財政委員会提出資料（再掲）
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５ 庁内検討機関等 ①第３次総合計画策定

備 考氏 名役 職
会長神代 昭彦副市長

副会長伊東 新治教育長
田中 和美福祉事務所長
井桁 徹典技監
大村 輝生総務課長
古賀 義宏デジタル戦略課長
縄田 崇人事秘書課長
赤坂 晋財政課長

小林 純一総合政策課長

松隈 康典
総合政策課参事

（地域コミュニティ推進担当）
野川 由紀子交通政策課長
原田 幸治産業振興課長
大野 明治教育総務課長

◆嘉麻市総合計画策定委員会（令和７年５月２２日現在）

嘉麻市総合計画策定委員会設置
規程

（組織）
会長・・・副市長
副会長・・・会長指名
委員・・・副市長、教育長及び市

長が予め指名する課長
級の職員

(設置目的）
総合計画の素案を策定

※嘉麻市総合計画策定委員会の他、専門的検討を図るため、別途専門部会の設置を今後予定

（参考：前回の事例） 前回の第2次嘉麻市総合計画策定専門部会
・活力あるまちづくり専門部会 ・協働のまちづくり専門部会
・教育・文化のまちづくり専門部会 ・住みよいまちづくり専門部会
・福祉のまちづくり専門部会

令和7年6月 総務財政委員会提出資料（再掲）
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５ 庁内検討機関等 ②嘉麻市人口ビジョン・デジタル田園都市構想総合戦略効果検証

- 48 -

備 考氏 名役 職

本部長赤間 幸弘市長

副本部長神代 昭彦副市長

副本部長伊東 新治教育長

田中 和美福祉事務所長

井桁 徹典技監

大村 輝生総務課長

古賀 義宏デジタル戦略課長

溝口 圭太防災対策課長

赤坂 晋財政課長

大友 義裕管財課長

小林 純一総合政策課長

野川 由紀子交通政策課長

永島 祐樹子育て支援課長

廣谷 友紀こども育成課長

飯田 康宏農林振興課長

原田 幸治産業振興課長

青柳 和之住宅課長

大淵 豊学校教育課長

◆令和７年度まち・ひと・しごと創生本部会議（令和７年５月２２日現在）

嘉麻市まち・ひと・しごと創生
本部設置要綱

（組織）
本部長・・・市長
副本部長・・・副市長、教育長
本部員・・・表のとおり

（設置目的）
まち・ひと・しごと創生総合戦
略の作成及び実施の推進

令和7年6月 総務財政委員会提出資料（再掲）


